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今も社会から取り残されている人がいる。

私たちに何ができるだろう。

私たちに、国を変える、ましてや世界を変えるなんて、

できるのだろうか。

そう思う人がほとんどの中、できると信じる人がいる。

それが私たち Jaycee です。

日本 JC は、1951 年の創⽴以来、ずっと信じてきたのです。

日本 JC にしかできないこと、

LOM のためにできることがまだまだある。

あなたにしかできないことも、たくさんある。

地域に根ざし、国を想い、世界を変えよう。

Vision Statement
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Strategic Map
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地域の魅力を発信
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人口減少でも暮らせる経済の仕組みづくり

子育て支援の仕組みづくり

国土計画を策定し、長期的な需要拡大

インフラ整備に向けたアクション

地域経済を復興させる価値創出

働き方改革

SDGsへの取り組みでビジネスチャンス拡大

子育て支援の仕組みづくり

若者との協働による事業

地域主体の環境サミット

世代を超えた環境保全活動

環境に配慮したまちづくり

リーダー育成事業

人材育成プログラム

若者を称える事業

スポーツで青少年育成

グローバルな人材育成

若者能力開発

ブランディング

あらゆる分野とパートナーに

抜本的な組織改革

会員拡大に関する事業

組織改革のロールモデル推進

LOMと直接つながる

日本の社会課題解決のためのSDGs推進

主権者意識の向上

安全保障問題を改善

現行の法律や条約改正へ向けたアクション

子供を増やし、育てやすい国づくり

東京一極集中を是正

国家の財政に関する価値観を変化させる

消費税に対する議論を興す

民間企業投資を活性化

新技術を学び、実装する取り組み

インバウンドの消費拡大

SDGsを利用して長期的な経済成長を目指す

環境問題解決のSDGs推進

メディア連携による環境問題の周知

カウンターパートとともに環境課題解決

国内ネットワークによる施策作成／提言

環境教育の確立

ステークホルダーとの協働

有権者の質を高める教育

多様性を受け入れられる社会づくり

情報リテラシー力UP

建国からの歴史教育

伝統・文化の見識を深める

道徳教育

企業・団体・有識者と連携

リブランド

多様な人材の活躍を推進

根拠に基づく事業実施のための仕組みづくり

各省庁・政治家との連携

ジェネレーションZ世代と協働

国際社会の課題解決へのSDGs推進

民間の有効ネットワーク構築

ガラパゴスからの脱却

日本ＪＣの運動を世界に発信

多様な視点を取り入れた教育

国家観の向上

SDGsを軸とした経済活動を推進

民間外交事業を促進

海外企業との協働事業を実施

企業の国際化支援

国際感覚を持った人材の育成

日本の魅力を世界に発信

環境問題解決のためのSDGs推進

国連と協働

他国と協働で環境事業を実施

他国の環境施策を学ぶ

環境教育事業の実施

他国と災害時の連携を確立

グローバルリーダーを育成

国家間の相互理解

ダイバーシティの推進

各国との対話を促進

正しい歴史教育

国際人教育のため有識者と連携

国際的な機会を構築

多様な人材の活躍

国連や他国と協働

各国との国際交流の機会を提供

国際会議への参画を促進

国際ルールを学習

社会
Strategic Map

地域

国家

国際

経済 環境 人材 組織

2020-2024 JCI JAPAN Strategic Plan

A3 マップはこちら
※プリントアウト用
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縦軸 × 横軸

戦略計画とは、日本 JC がこれからどのように社会をより良くするのか
を示す航海図のような役割を果たすためのものである。日本 JC は連絡
総合調整機関として LOM を支援するとともに、あらゆるパートナーと
協働し、この計画を実行する。
５年間の計画にあたり、その年を縛ることや可能性を失うものであって
はならない。本計画は日本 JC らしく果敢に挑戦していくための計画で
あり、その道標となって、その方向性を指し示していくものが戦略マッ
プである。

なお、この戦略計画策定にあたり、「ＪＣＩストラテジックプラン
２０１９－２０２３」「ＪＣＩアクティブ・シチズン・フレームワーク」

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」を参考文献とした。

縦軸
地域・国家・国際

綱領の精神に則り、それぞれのフィールドで分割

横軸
社会・経済・環境・人材・組織

これからの５年間に取り組んでいくべき課題として分割



JC3信条

運動指針
（長期）

JC 綱領

戦略計画
（中期）

1950年5月1日
JC3信条

JC懇談会にて
決定

1970年代
運動指針

1960年1月
採択

JC綱領

1990年代
運動指針

2010年代
運動指針

2020年
日本JC

5か年戦略計画

1980年代
運動指針

2000年代
運動指針

不変

可変

不変

可変

JC 宣言文
1988年 採択

新JC宣言
第37回全国大会

高知大会

2001年 採択
新JC宣言

第50回全国大会
大阪大会

1970年 
採択

JC宣言
可変
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JCI Creed　JC3信条
JC宣言 綱領について

JCI Creed 1947年 
採択

JCIクリード

1953年 
採択

日本JCとして

1951年
「faith in God
（神への信仰）」

が付け加わる
不変

長
期
的
指
針
の
宣
言
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脅威
東京一極集中によって地域間格差は広がり、超高齢化の進展により、地域で息詰まる若者が東京に進出し、一極
集中は更に進むことが考えられる。また、社会保障制度そのものに対する不安や、近隣諸国との安全保障に関す
る不安も増している。
機会
不安が増す一方で、解決に向けて動き出す層が台頭している。SDGs の認知度も上がりつつあることから、地域
課題を自分ごととして捉えるという意識は浸透しつつある。
JC に求められる行動
全国にネットワークがある JC が、それぞれの地域で課題解決に取り組むことは即ち国の課題を解決していると
も言える。JC であれば、先進的な知識とアイディアをベースに SDGs などの考えも取り⼊れながら、運動展開
ができる。

脅威
少子化に伴う若年人口の減少は経済に大きな影響を与え、日本は先進国の中で経済成長率が際⽴って低い国と
なっている。日本政府は、財政均衡を目指すことから公共投資を削減したことで、インフラに投資ができない状
況に陥っている。経済的な観点からはもちろんのこと、防災という視点で見たときにもインフラに投資がなされ
ていない。
機会
人口減少、高齢化という課題が浮き彫りになる一方で、AI や 5G といった先進技術による情報通信⾰命が始ま
ろうとしており、これらの先進技術によって人口減少や高齢化といった課題を解決することができれば、日本は
再び世界を舞台に活躍することができる。急成長を遂げるアジア諸国との連携や、東京オリンピック・パラリン
ピック等で高いプレゼンスを発揮することが契機となりうる。
JC に求められる行動
国家戦略も地域に落ちてはじめて機能することを考えると、中央で獲得した情報をいち早く地域に展開し、地域
から運動を起こすことが重要である。第 5 次産業⾰命（Society5.0）など、先進的な考えや技術に関する知識
を獲得することでイニシアチブを取る。

脅威
人口増と経済発展により、世界的な資源の枯渇と水やエネルギーの不足が懸念されている。気候変動は災害のリ
スクを高め、人の住める場所を減らしている。経済活動により、陸や海の生物多様性が脅かされている。
機会
地域資源を活かして自律的な地域発展を促す「環境未来都市」構想を発展させる地方創生の要として、SDGs が
推進されている。また、持続可能な調達・操業・投資の実行による組織や地域の差別化、自然資本の活用、環境
への負担低減や復元に関するサービスや商品が生まれてきている。
JC に求められる行動
持続可能な社会を築くためには「環境」がすべての⼟台にあり、環境に関する人々の意識を高め、消費行動を変
える。経済活動が環境に良い影響を与える好循環を作り出すために、温室効果ガスの排出や、自然災害に対する
弱者のレジリエンスを確保する。

現状分析

社
会

経
済

環
境
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脅威
グローバル人材や技術者の不足がエレクトニクス分野でのシェア低下や研究開発⼒の低下、そして国際競争⼒の
低下を招いている。内需の冷え込みや財源の問題によって、人材への投資に資源が回らない状況が続く。この状
況を打破すべき責任世代の主権者は現状維持への意識が強く、人材への投資に関する責任を放棄している。
機会
SDGs というグローバルゴールは、世界的な視点を日本にもたらした。その結果、人材においても持続可能な社
会を築くための投資が求められるようになっている。また、地域においても同様で、若い世代から未来を創るリー
ダーの登場が求められている。
JC に求められる行動
それぞれの地域に根ざし、伝統や文化、習慣を大切にしながらも、世界的に通用する技術や知識、時代に必要と
される能⼒や精神性を兼ね備えたリーダーを生み出す必要がある。また、ダイバーシティ（多様性）を高め、人々
のアイデンティティを確⽴することで私たちが率先して主権者意識を醸成し、地域にインパクトを与える。

脅威
価値や好み、働き方、ライフスタイルまでが多様化する社会の中で、ＪＣの存在価値を改めて定義しなくてはな
らない。今後は⼊会対象者そのものが減少していくことから、状況は更に厳しくなる一方であるが、これからは
国家と同じように人数が減少したとしても組織の価値を維持する必要がある。
機会
SNS の普及や AI の発展により、多様な人材が活躍できるダイバーシティ（多様性）という考えの受け皿として、
ＪＣほどふさわしい組織はないと思われる。時代に合わせて組織の価値や習慣をアップデートしていくことで、
これからも One and Only な組織として存在し続けることができる。
JC に求められる行動
運動を広げ人の意識と行動に変化をもたらすことで共感を得て、賛同者が組織に加⼊するという理想的なモデル
を目指す。そのために、ＪＣＩストラテジックプランの５つの戦略「Ｉｍｐａｃｔ（影響⼒）」「Ｍｏｔｉｖａｔ
ｅ（意欲）」「Ｉｎｖｅｓｔ（投資）」「Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｅ（協働）」「Ｃｏｎｎｅｃｔ（つながり）」を活用
する。そして、社会ニーズの変化に合わせて組織を変⾰し、あらゆるパートナーと協働し、社会への発信持続的
な財源を確保することで LOM をリードする。

人
材

組
織

現状分析
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地域
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地域 社会 持続可能な地域の実現

大都市圏と地方圏の格差を埋めるため、地域の魅⼒を発信する事業を実施する。

住み続けられるまちづくりのため、
持続可能な財源のロールモデルをつくる社会実験を行う。

テクノロジーと共生する社会の創造のために、
地域コミュニティを巻き込んだデジタルリテラシー普及運動を行う。

地域における少子化問題是正のため、多子社会推進の運動を行う。

地域間交流促進のため、交通インフラ整備に向けた運動を行う。

持続可能な地域を実現するために、
２０３０年を見据えたＳＤＧｓ達成に向けた運動を行う。
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地域 経済 自⽴した経済の創出

人口減少社会に対応した地域となるため、
広域的な視点でとらえた行政とのパートナーシップを構築する。

出生率を向上させるため、子育て支援の体制構築推進の運動を行う。

長期的な需要拡大のため、５年単位の国⼟計画の策定と発信を行う。

地域の経済成長につなげるため、
民間提案制度を活用したインフラ整備促進の運動を行う。

地域経済再興のため、新たな価値を発掘する事業を行う。

多様性ある地域をつくるために、企業における働き方改⾰推進の運動を行う。
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地域 環境 環境を考慮したまちづくり

環境面への影響を軽減するため、
ビジネスリスクに考慮したＳＤＧｓ達成に向けた運動を行う。

リサイクルで世界をリードする地域を生み出すために、
再生資源を活かす運動を行う。

故郷が誇る環境的魅⼒を創出するために、 若者と協働した事業を行う。

環境問題への当事者意識醸成のために、地域主体での環境サミットを開催する。

自然と資源を守るために、世代を超えた地域社会の人々と保全活動に取り組む。

地域社会の持続可能な発展のために、
多様なステークホルダーとの対話に基づいたまちづくりを行う。
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地域 人材 地域特性を活かした人材開発

地域の課題を捉えてイノベーションを起こすため、リーダー育成事業を行う。

若きリーダーの発掘のために、各地域で人材育成事業を行う。

地域で積極果敢に活動・挑戦している傑出した人間⼒溢れる若者を
より輝かせるため、若者が評価される事業を行う。

青少年の健全育成のため、スポーツを通した事業を行う。

多様な地域で様々な人々と共生していくため、
多様性を受け⼊れることができるグローバルな人材育成事業を行う。

地域の若者の能⼒を開発するため、次世代にむけたアカデミー事業を行う。
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地域 組織 地域に必要とされる組織の構築

組織の発展のため、ＪＣのブランディングを行い魅⼒ある組織を作る。

時代に即した組織運営のために、あらゆる分野とのパートナーシップを構築する。

地域に必要とされる組織であり続けるために、抜本的な組織改⾰を行う。

若者を受け⼊れ、持続可能な組織であるために、会員拡大に関する事業を行う。

各地会員会議所に必要とされる組織になるため、
各地会員会議所が活用できるロールモデルをつくる。

地域を包括的に結ぶ組織であるために、
地区、ブロックを超えた支援体制を整える。
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国家
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国家 社会 強靭な自主自⽴国家の創造

日本の社会課題を解決するために、
ＳＤＧｓのゴール・ターゲットに紐づいた運動や事業を行う。

国民の主権者意識を向上させるために、国家観の醸成を目的とした運動を行う。

国⼟と国民の安全を守るため、多面的な安全保障の議論を展開する。

真の自⽴した国家を目指して、現行の法や条約の改正実現に向けた運動を行う。

国家を存続させるために、子供を増やし育てる国づくり運動を行う。

地方創生を目指すために、大都市圏の集中に頼らない運動を行う。
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国家 経済 経世済民を目指す持続的な経済成長

安定的な経済成長を実現するために、
国家財政に対する価値観を変化させる運動を行う。

日本経済発展のために、税に対する国民的議論を興す。

政府のインフラ投資実現を目指すため、民間企業投資を活性化させる事業を行う。

新たな価値を創造するために、新技術を学び、実装する社会実験を行う。

需要を高めるために、インバウンドを主軸とした消費拡大の事業を行う。

長期的な経済成長のために、ＳＤＧｓに配慮した経済活動を推進する。
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国家 環境 ＳＤＧｓを軸とした持続可能な日本の創造

環境問題の解決のために、ＳＤＧｓを推進する。

環境問題を広く周知するために、メディア連携を図る。

環境問題を解決するために、政府をはじめカウンターパートと協働する。

環境リスクの回避や環境負荷低減のために、
国内ネットワークを活用した施策を提言する。

環境問題への当事者意識を醸成するために、環境教育を確⽴する。

循環型社会構築のため、ステークホルダーと協⼒した事業を促進する。
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国家 人材 国柄を継承し時代を創る日本人の育成

日本の課題を解決するために、有権者の質を高める教育を行う。

総活躍社会を創るために、
多様性を受け⼊れることができる社会にむけた運動を行う。

国民が正しい情報を得るための情報リテラシー⼒を醸成する運動を行う。

国民が国を愛する⼒を養うために、建国からの歴史認識を深める事業を行う。

世界に誇る日本の精神性を継承していくために、
伝統・文化の見識を深める事業を行う。

⼒強い共同体を創りあげるために、次世代が道徳を学べる事業を行う。
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国家 組織 ＪＣネットワークを活用する組織体制の構築

組織の信頼を高めるために、社会にインパクトある広報活動を行う。

社会的影響を効果的に発信するために、ブランドを再構築する。

社会課題を解決する先導的な組織となるため、行動ある人材の育成事業を行う。

根拠に基づく運動を行うために、
企業・団体・有識者とのパートナーシップを拡充する。

運動の成果を最大化するために、各省庁や国会議員との密な連携を図る。

次世代のための運動を行うべく、
ジェネレーション Z 世代（1990 年代後半〜 2000 年代初頭）と協働する。
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国際
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民間外交による国際課題の解決

国際社会の課題を解決するために、ＳＤＧｓを推進する。

各国との関係向上のために、民間の友好ネットワークを構築する。

各国と円滑に協働するために、
国際標準とは異なる独自発展を是正する事業を行う。

日本の国際的⽴ち位置を強化するために、
日本ＪＣの運動を世界に発信する事業を行う。

国際人を育成するために、多様な視点を取り⼊れた教育を確⽴する運動を行う。

世界の中の日本を確⽴するために、国家観を醸成させる事業を行う。

国際 社会
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各国との協働による国内経済の発展

持続可能な経済成長のために、ＳＤＧｓを軸とした経済活動を推進する。

各国との経済連携を促進するために、民間外交事業を行う。

国際的なビジネス創出のために、海外企業との協働事業を行う。

国際的に活躍する企業を育成するために、企業の海外進出を促す運動を行う。

国際感覚を持った経済人を育成するために、
国際会議への参画を促進させる運動を行う。

海外からの需要を高めるために、日本の魅⼒を世界に発信する事業を行う。

国際 経済
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ＳＤＧｓを軸とした国際連携の確⽴

気候変動の影響による環境問題解決に取り組むために、 ＳＤＧｓを推進する。

世界の環境問題を広く周知するために、
国連など国際組織と協働した環境事業を行う。

世界の環境課題を解決するために、
マイクロプラスチック問題の解決に向けて各国と協働して環境事業を行う。

環境課題解決の技術情報を共有するために、環境施策を学ぶ機会を提供する。

環境問題への意識を醸成するために、環境教育事業を行う。

災害時に迅速な対応をするために、各国との相互連携を促進する。

国際 環境
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国際教育によるグローバルリーダーの輩出

国際課題解決に率先して取り組む人材を育成するために、
グローバルリーダー育成事業を行う。

民間外交を推進するために、各国の友好団体との交流を促進する。

国際問題を幅広い視点で理解するために、ダイバーシティを推進する。

国家間の相互理解を促すために、国際感覚を養う事業を行う。

世界に貢献する人材を育成するために、歴史教育を推進する。

国際人としての知識習得のために、国際関係の有識者から学ぶ機会を提供する。

国際 人材
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ネットワークを活用した国際⼒の強化

メンバーへ成長と発展の機会を提供するために、国際的な事業を行う。

日本の世界の中でのプレゼンスを高めるために、
多様な人材の活躍を目的とした育成事業を行う。

国際組織として牽引するために、国連や各国との協働事業を行う。

国際的な組織⼒を強化するために、各国との国際交流の場をつくる。

文化や価値観の違いが理解できる組織となるために、国際事業に参画する。

国際組織の一員としての自覚を持つために、国際ルールを学ぶ機会を提供する。

国際 組織



2020-2024 JCI JAPAN Strategic Plan  ｜ 27

5 年後の世界と私たち。
想像してみてください。
大都市もいいけど地元が好きな若者が増え、
仕事もちゃんとあって、生活もできている。
元気な高齢者をまちで見かけることが多く、
彼らをサポートするためにテクノロジーが活躍している。
人口減少や労働⼒の不足は価値の転換で前向きに
捉えられ、ここでもテクノロジーが上⼿に使われている。
経済が良くなればその悪影響を受けていた環境は、
経済成長とともに改善されるようになるだけじゃなく、
環境を守るためのビジネスもたくさん生まれている。
日本を世界的な視野で見ることができて、
多様性についても理解がある。
社会課題についても敏感なだけでなくて、
積極的に解決していこうと行動を起こす若者がいる。
JC という存在が、
こんな社会の⼟台作りのために、
全国各地で活躍している。
決して大きくは目⽴たない、
でも、そこには必ず居なくてはいけない存在になっている。
すべては私たちの行動次第。
ただ言うだけじゃなく、まずは自らが率先して行動することで
市民や国民を巻き込み、政治を動かし、社会を動かそう。
日本 JC が地域に根ざし、国を想い、世界を変える姿がそこにある。
私たちなら、必ずできる。

5 年後の世界



委員会名 ＳＤＧｓ推進会議

事業名 ＳＤＧｓ推進事業

事業予算 ￥２，０５１，３００

対象者数 3,141 社

SDGs ゴール番号 1 〜 17

具体的な戦略の番号 5−2−1−①

計画（KPI） 3,000 社の中小企業がＳＤＧｓのゴールを掲げる

結果 全国 3,141 社の中小企業がゴールを掲げた

検証

①ＫＰＩは達成したがＳＤＧｓを理解せず、ＳＤＧｓのゴールを掲げる企業が多く見られた
現状も否めません。各企業の理解を深化していくためのフォロー事業の実施など行い、ＳＤ
Ｇｓウォッシュとならない実践フローの構築が求められていきます。
②この３，０００社 / 年は引き続き行うとともに、ＳＤＧｓの取り⼊れ方と、企業の実践レベ
ルを計る指標作成を推奨します。
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戦略計画の
検証について

※ 1　定量的検証の参考例

JCI JAPAN Strategic Plan

会頭所信

Action Plan
（グループ構成／職務分掌）

定量的検証 ※ 1

Action
（1月〜9月）

事業報告（〜10月）

2020年−2024年
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LOM での
使い方について

全国の地域で活躍する JC の皆さんにも、
戦略マップを使って地域でインパクトを起こすことができます。

5 年後の LOM のあるべき姿を設定する。

そのあるべき姿を要約し Vision Statement を作成する。

戦略マップを作成するにあたり、縦軸と横軸を設定する。

横軸の脅威、機会、JC に求められる行動を定める。

縦軸と横軸が交わる具体的な戦略を設定する。

具体的な戦略を要約し、Strategic Map に落とし込む。

アドバイザリーボードを選定し意見を頂く。

修正を重ね、Strategic Plan を完成する。

1

2

3

4

5

6

7

8
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LOM での Strategic Map 作成にお使いください

綱領からキーワードを抽出（ex. 地域、国家、国際など）

今後 5 年で LOM が取り組むこと（ex. 社会、経済、環境、人材、組織など）

※項目は必要なだけ設定できる

※項目は必要なだけ設定できる

1 の項目で設定した横軸に合わせて、アドバイザーを選定します。
ex. 社会と経済で 1 人という考え方もできます。

横軸： 横軸： 横軸：

アドバイザー： アドバイザー： アドバイザー：

1

2

3

4

縦軸の項目を決める

横軸の項目を決める

縦軸と横軸を Strategic Map に反映させる

Strategic Map のフォーマットはこちら
プリントアウト用（A3）

アドバイザリーボードの選定

目次

Strategic Map

2020-2024 JCI JAPAN Strategic Plan
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座　長 岡部　栄一 君 ⽴川 JC

副座長 勝木　征史 君 札幌 JC

副座長 石川　和孝 君 東京 JC

副座長 中島　　⼟ 君 大分 JC

委　員 田島　亜子 君 小牧 JC

委　員 岡村　徳久 君 流山 JC

委　員 西田　　新 君 奈良 JC

委　員 谷口　雄紀 君 高松 JC

委　員 溝呂木奈美 君 あきる野 JC

委　員 菅野　　譲 君 だて JC

委　員 川谷　朋寛 君 神戸 JC

委　員 川﨑　精人 君 東京 JC

委　員 北村麻里衣 君 東京 JC

委　員 加藤　大将 君  半田 JC

委　員 佐々木隆浩 君 埼玉中央 JC

委　員 佐藤　友哉 君 新発田 JC

委　員 山野　修平 君 京都 JC

委　員 江口　尚登 君 佐賀 JC

委　員 安田　量寛 君 天草本渡 JC

委　員 曽根香奈子 君 半田 JC

実務者 鶴山　雄一 君 金沢 JC

記録者 倉橋　芳英 君 大分 JC

多摩大学大学院 名誉教授 田坂　広志 氏

公共政策調査機構 理事長 池田健三郎 氏

株式会社トランスエージェント会長 
 ピーター D. ピーダーセン 氏
 （Peter David Pedersen）

日本 JC2020−2024 戦略計画策定会議構成メンバー アドバイザリーボード

最後に

この 2020-2024 JCI JAPAN Strategic Plan が、日本 JC の成果の蓄積になること、
その成果が LOM にとって地域で行う事業の後押しになること、
LOM が周年等を迎える中で、中長期戦略を考える上での参考になること、
5 年後の未来が今よりもより良くなっていることを心より願います。
そして、日本ＪＣはｔｈｉｎｋタンクではない。Do タンクでなければならない。
Change before you have to
変⾰に迫られる前に　自らが変わろう　未来のために。

２０１９年１２月１４日

日本 JC2020-2024 戦略計画策定会議　座長　岡部 栄一
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地域の魅力を発信

持続可能まちづくり

テクノロジーで課題解決

子供を増やすための事業

交通インフラ整備

SDGsの先をゆく事業
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人口減少でも暮らせる経済の仕組みづくり

子育て支援の仕組みづくり

国土計画を策定し、長期的な需要拡大

インフラ整備に向けたアクション

地域経済を復興させる価値創出

働き方改革

SDGsへの取り組みでビジネスチャンス拡大

子育て支援の仕組みづくり

若者との協働による事業

地域主体の環境サミット

世代を超えた環境保全活動

環境に配慮したまちづくり

リーダー育成事業

人材育成プログラム

若者を称える事業

スポーツで青少年育成

グローバルな人材育成

若者能力開発

ブランディング

あらゆる分野とパートナーに

抜本的な組織改革

会員拡大に関する事業

組織改革のロールモデル推進

LOMと直接つながる

日本の社会課題解決のためのSDGs推進

主権者意識の向上

安全保障問題を改善

現行の法律や条約改正へ向けたアクション

子供を増やし、育てやすい国づくり

東京一極集中を是正

国家の財政に関する価値観を変化させる

消費税に対する議論を興す

民間企業投資を活性化

新技術を学び、実装する取り組み

インバウンドの消費拡大

SDGsを利用して長期的な経済成長を目指す

環境問題解決のSDGs推進

メディア連携による環境問題の周知

カウンターパートとともに環境課題解決

国内ネットワークによる施策作成／提言

環境教育の確立

ステークホルダーとの協働

有権者の質を高める教育

多様性を受け入れられる社会づくり

情報リテラシー力UP

建国からの歴史教育

伝統・文化の見識を深める

道徳教育

企業・団体・有識者と連携

リブランド

多様な人材の活躍を推進

根拠に基づく事業実施のための仕組みづくり

各省庁・政治家との連携

ジェネレーションZ世代と協働

国際社会の課題解決へのSDGs推進

民間の有効ネットワーク構築

ガラパゴスからの脱却

日本ＪＣの運動を世界に発信

多様な視点を取り入れた教育

国家観の向上

SDGsを軸とした経済活動を推進

民間外交事業を促進

海外企業との協働事業を実施

企業の国際化支援

国際感覚を持った人材の育成

日本の魅力を世界に発信

環境問題解決のためのSDGs推進

国連と協働

他国と協働で環境事業を実施

他国の環境施策を学ぶ

環境教育事業の実施

他国と災害時の連携を確立

グローバルリーダーを育成

国家間の相互理解

ダイバーシティの推進

各国との対話を促進

正しい歴史教育

国際人教育のため有識者と連携

国際的な機会を構築

多様な人材の活躍

国連や他国と協働

各国との国際交流の機会を提供

国際会議への参画を促進

国際ルールを学習

社会
Strategic Map

地域

国家

国際

経済 環境 人材 組織
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